
昨
年
の
暮
れ
も
押
し
迫

っ
た
十
二
月
十
六
日
か
ら

二
十
日
ま
で
、
飯
田
市
銀

座
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点

角
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
吾
亦
紅

で
、
飯
田
市
出
身
で
県
歌

信
濃
の
国
で
も
唄
わ
れ
て

い
る
太
宰
春
台
展
が
行
わ

れ
た
。
春
台
は
江
戸
時
代

の
儒
学
者
で
幼
い
頃
よ
り

江
戸
へ
出
た
事
で
、
飯
田

人
と
の
交
流
も
少
な
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
に
、
二

十
点
余
も
の
作
品
が
揃
っ

て
展
示
さ
れ
る
事
へ
の
驚

き
も
あ
っ
て
見
に
出
掛
け

た
。展

示
物
は
漢
詩
文
等
の

軸
物
で
、
達
筆
な
詩
文
は

私
等
に
は
解
し
難
く
、
軸

装
さ
れ
た
書
字
は
正
に
流

れ
る
墨
痕
と
し
て
見
る
事

が
出
来
た
。
軸
の
中
の
読

め
る
所
の
字
を
幾
字
か
メ

モ
し
て
帰
り
、
手
持
ち
の

春
台
詩
を
探
し
て
見
た
所
、

そ
れ
ら
し
き
詩
が
一
詩
だ

け
見
つ
か
っ
た
。
確
認
の

た
め
再
び
吾
亦
紅
を
訪
ね

た
。
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

答
松
崎
子
黙
送
別

一
曲
陽
関
傳
玉
杯

對
君
又
自
覺
顔
開

却
悲
身
是
西
遊
客

泣
立
東
隅
芝
水
隈

中
国
で
別
れ
の
時
に
唄

う
陽
関
三
畳
の
詩
を
吟
じ

君
の
顔
を
忘
れ
な
い
様
に

と
、
顔
を
見
な
が
ら
別
れ

の
盃
を
重
ね
る
。
君
は
西

へ
旅
立
つ
と
言
う
。
私
は

泣
い
て
紫
芝
園
の
小
川
の

ほ
と
り
で
君
を
送
る
の

だ
。と

言
う
の
だ
ろ
う
。
展

示
物
の
中
に
こ
の
書
体
の

軸
が
二
本
あ
り
書
体
は
酷

似
し
て
い
た
。
店
主
に
聴

く
と
同
詩
は
も
う
一
本
表

に
展
示
し
て
あ
る
と
言

う
。
見
る
と
同
一
詩
だ

が
、
こ
れ
は
店
内
の
と
は

紙
の
大
き
さ
や
字
並
び
も

ち
が
う
。
そ
こ
で
思
う
。

春
台
が
内
弟
子
の
送
別
に

贈
る
詩
と
し
て
は
複
数
本

あ
る
事
の
不
思
議
さ
で
あ

る
。
す
る
と
こ
の
子
黙
な

る
人
物
は
そ
れ
な
り
の
大

物
門
弟
で
は
な
い
か
と
。

そ
こ
で
又
々
調
べ
る
。

「
日
本
歴
史
人
物
事

典
」
だ
。
松
崎
を
探
す
。

松
崎
観
海
（
一
七
二
五
〜

一
七
七
六
）
漢
学
者
、
兵

庫
県
篠
山
の
人
「
十
三
歳

の
時
、
江
戸
に
出
て
儒
学

を
太
宰
春
台
に
、
詩
文
を

ラ
ン
テ
イ

高
野
蘭
亭
に
師
事
す
…
」

と
、
そ
し
て
春
台
の
欄
を

見
る
と
、
春
台
（
一
六
八

〇
〜
一
七
四
七
）
と
あ
り

文
中
に
「
…
以
後
は
官
途

に
付
か
ず
私
塾
紫
芝
園
を

経
営
し
松
崎
観
海
ら
の
弟

子
を
育
て
た
」
と
あ
る
。

さ
て
そ
こ
に
観
海
の
所
に

子
黙
の
字
が
な
い
。
そ
こ

で
も
う
ひ
と
押
し
、
探
し

た
。
あ
っ
た
。
名
は
惟

時
、
字
子
黙
、
号
を
観
海

と
い
い
、
父
は
子
允
と
言

カ
ン
ラ
ン

い
観
瀾
と
言
う
事
か
ら
の

命
名
と
解
り
、
十
三
歳
で

江
戸
へ
上
り
、
二
十
一
歳

の
折
父
の
退
隠
に
よ
り
江

戸
を
辞
す
る
折
り
頃
の
詩

で
あ
り
、
春
台
の
秘
蔵
っ

子
の
子
黙
に
送
別
の
会
を

催
し
参
加
者
の
幾
人
か
に

配
ら
れ
た
詩
文
だ
ろ
う

と
。
そ
れ
に
し
て
も
個
人

へ
の
送
別
詩
が
飯
田
に
複

数
本
あ
る
事
の
不
思
議
、

旧
市
以
外
の
地
か
ら
の
出

所
と
い
う
。
飯
田
か
ら
の

門
弟
ま
た
は
関
わ
り
の
人

達
が
複
数
人
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
子
黙

は
後
、
観
海
と
な
り
、「
郷

土
へ
帰
り
父
の
退
隠
後
の

家
督
を
嗣
ぎ
篠
山
藩
に
出

仕
、
晩
年
は
家
老
の
待
遇

を
受
け
、
経
学
・
詩
文
と

も
名
声
が
高
く
、
一
藩
の

藩
士
と
い
う
制
限
が
あ
り

な
が
ら
、
そ
の
門
に
集
う

者
は
後
を
た
た
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
父
観
瀾
も

春
台
・
蘭
亭
と
親
し
か
っ

た
と
い
い
、
親
子
二
代
の

交
流
で
あ
り
、
親
子
の
墓

地
は
篠
山
で
は
な
く
、
江

戸
麻
布
の
天
真
寺
に
あ
る

と
い
う
。
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詩句を確認する著者
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